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［8］　センターの行事
8.1.　センター主催のシンポジウム
8.1.1.　第18回CEReS国際リモートセンシングシンポジウム
　　　　（コーディネータ：J.T. スリ スマンティヨ、本郷千春、齋藤尚子、入江仁士、久世宏明）
2012年10月24日、千葉大学工学部10号棟会議室において第18回CEReS国際リモートセンシングシ
ンポジウム－環境モニタリングと関連研究のアジアネットワーク－（The 18th CEReS International 
Symposium on “Asian Network for Environmental Monitoring and Related Studies”）を開催しました。今
年のシンポジウムは、インドネシア大学の千葉大学オフィス開所式、大学間協定調印式、25 〜 26日の
The 5th Indonesia Japan Joint Scientiﬁc Symposiumに合わせた「インドネシアウイーク」のイベントの
ひとつとして開催されました。1995年の設立以来CEReSが行ってきたアジアを中心とするリモートセン
シングの研究活動、および大学院教育などを通じての人材育成の成果を活用し、21世紀において人口の面
でも経済活動の面でも世界の重要な部分を担うアジア地域において、今後、有効な人的ネットワークを形
成する端緒を開くことを目的として実施したもので、当日は、インドネシア、オーストラリア、アメリカ、
ドイツ、中国などからの参加があり、出席者は70名でした。
当日プログラム
８：30 － Registration Open
９：30 － ９：40 Welcome Address and Greeting （Chair; Prof. Tateishi）
Director, Professor Hiroaki Kuze
９：40 － 10：10 （Oral １） （Chair; Prof. Tateishi）
Dr. Qijing Liu （Beijing University of Forestry）
“Forest carbon storage in Beijing by multi-source data
10：10 － 10：40 （Oral ２） （Chair; Prof. Tateishi）
Dr. Ketut Wikantika （Bandung Institute of Technology）
“Analysis of Vegetation Structural Parameters using Lidar and UAV”
10：40 － 10：50 Coﬀee Break
参加者記念撮影 ポスターセッションの様子
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10：50 － 11：20 （Oral ３） （Chair; Prof. Tateishi）
Dr. Khatri Pradeep （Chiba University）
“Aerosol climatology of the East Asia region studied by using ground-based remote sensor 
data of SKYNET network”
11：20 － 11：50 （Oral ４） （Chair; Prof. Tateishi）
Dr. Park Jong-geol （Tokyo University of Information Sciences）
“Global monitoring of atmospheric methane sources using satellite data”
11：50 － 13：00 Lunch
13：00 － 14：00 Poster session
14：10 － 15：10 （Oral ５） （Chair; Prof. Kuze）
CEReS activities
Dr. Josaphat Tetuko Sri Sumantyo （Program １）
Dr. Atsushi Higuchi （Program ２）
Dr. Akihiko Kondoh （Program ３）
15：10 － 15：40 （Oral ６） （Chair; Prof. Kondoh）
Dr. Kithsiri Perera （University of Southern Queensland）
“Supporting Elephant Conservation in Sri Lanka through MODIS imagery”
15：40 － 16：10 （Oral ７） （Chair; Prof. Kondoh）
Dr. Luhur Bayuaji and Josaphat Tetuko Sri Sumantyo （Chiba University）
“Monitoring urban land deformation using DInSAR technique on combination of L, C and 
X-band SAR data”
16：10 － 16：40 （Oral ８） （Chair; Prof. Kondoh）
Dr. Sebastian Hantscher
（University of Applied Sciences Magdeburg-Stendal）
“Real-time radar imaging based on UAV platforms”
16：40 － 17：00 Discussion ＆ closing remarks
17：00 － 17：10 Group Photo
17：30 － 19：00 Banquet （at CEReS）
8.1.2.　第15回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム
　　　　（オーガナイザー：CEReS共同利用研究委員会）
　平成25年２月22日千葉大学けやき会館において、第15回環境リモートセンシングシンポジウムを開催
しました。このシンポジウムは、共同利用研究発表会の位置付けで毎年実施しており、センターが推進し
CEReS共同利用研究報告会会場（千葉大学けやき会館） 開会の挨拶をする久世センター長
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ている先端リモートセンシングプログラム、情報統合プログラム、衛星利用高度化プログラムに関連した
47件（口頭17件、ポスター 30件）の研究発表がありました。植生、食糧生産、大気、気象、海洋、火山
活動・災害、SARやハイパースペクトルセンサ開発など多岐に渡る分野の研究成果が報告され活発な意
見交換が行われました。また、これらの成果として、「第15回CEReS環境リモートセンシングシンポジウ
ム資料集」を発行しました。
8.1.3.　「衛星観測を最大限に活用した食糧収量推定の可能性および問題点」に関するワークショップ
　　　　（コーディネータ：樋口篤志・本多嘉明・本郷千春・入江仁士・梶原康司・齋藤尚子）
　上記ワークショップを2012年９月３日〜４日にかけてCEReS 共用棟１F会議室で開催しました。ワー
クショップの趣旨はタイトルが示すように、“地球衛星観測の高度化に伴い、従来型の光学センサによ
る植生モニタリングに基づく食糧収量推定より一歩進んだ収量推定の可能性がでてきている。本ワーク
ショップでは、収量予測に関連するモデリング、衛星観測計画等について話題提供および情報共有を行い、
新たな手法による食糧収量推定の可能性、および問題点について、知見を整理する”ことを目的として実
施しました。参加者は30名、２日目にはエアコンの故障というハプニングに見舞われましたが、非常に
密度の濃く、熱いワークショップとなりました。話題提供の後（プログラムは下記に表記）、総合討論で
以下の取り纏めを行いました。
⃝　モデリング：水文モデル（陸面過程モデル）を中核とした方が良い。灌漑等の影響を正攻法で解いて
いかないと結局上手く行かない可能性が大きい。
▲
　生育モデルでは稲の生態モデルである SIMRIW の例が中川博士より提示された。他の主要穀物
についてはどう扱うかは今後議論が必要である。
▲
　大気化学モデルは短期的には収量予測には直結しないが、研究の幅を広げる上で重要な役割があ
る。例えば対流圏オゾンは生育障害をもたらすが、同気体は衛星計測が困難である。しかし、前
駆体を衛星で推定し、同化技術等を用いて大気化学モデル、生育モデル等にフィードバックでき
ればユニークな研究成果となる可能性がある。
⃝　衛星プロダクト：
▲
　降水量は過去分（2002-）もGSMaPで公開予定であり、雨量計データも含んだバージョン公開
も検討中である。長期的にはマイクロ波放射計による推定で陸面の background 問題が常につき
まとうことを留意する必要がある。
▲
　日射量：東大竹中氏開発の日射推定スキーム（EXAM system）による過去解析データが計算予定。
リアルタイム処置では水蒸気予報値と幾何補正精度に現状では問題がある。
▲
　次世代静止気象衛星ひまわり８, ９号：10-分フルディスクスキャン、多波長観測が実現する。
2015年より８号運用予定、９号は2022年より運用で計14年の運用計画。年間1.3PB の大量デー
タをどうハンドリングするかが大きな課題である。先行研究として rapid scan の有効活用が必
要である。
▲
　GCOM-W, -C：-W は試験中、近日運用。-C は2015打ち上げ予定。SGLI による紫外線〜中間赤
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外モニタリング、および250m、 500m 熱赤外バンドが有効である。
▲
　土壌水分：AMSR-E~AMSR-2 での成果、過去分解析値はJAXA公開分のみならず他機関でのプロ
ダクトESAも有効。JAXAアルゴリズムでは副産物として地温が出てくるが取り扱いに注意が必
要である。
▲
　GOSAT, GOSAT-2：現状のサンプリングでは直接利用は難しいと言えるが、同化等も視野に入
れて利用推進を考えておくべき。最近の研究例として蛍光観測データがユニーク。得られた結果
の解釈が分かれるところであるが、モデル結果、他の光学センサ結果との比較検討が必要である。
　本ワークショップを踏まえ、CEReSでは新たな研究軸としてこのテーマを扱っていくべきか議論をし
ていきたいと思います。なお、本WSではCEReS共同利用（研究集会）の支援を受け、ワークショップ開
催の細々とした部分に関してはセンター支援グループの全面的な支援を受けました。
［ワークショッププログラム］
　（敬称略：急遽プレゼンをお願いした分は含まない）
９月３日
・「食糧安全保障パッケージ」について（樋口篤志　千葉大CEReS）
第１部 モデリング
・水文・灌漑等陸面過程モデリング（田中賢治　京都大学防災研）
・作物収量モデリング（中川博視　中央農業総合研究センター）
・大気化学モデリング（須藤健悟　名大　環境学研究科）
第２部　衛星観測
・GSMaPおよびGPMの現状（久保田拓志　JAXA/EORC）
９月４日
第２部　衛星観測 （つづき）
・静止気象衛星データを用いた短波放射量推定（竹中栄晶　東大　AORI）
・次世代静止気象衛星「ひまわり８号」の概要およびその応用について（國松　洋　JMA/MSC）
・第１期気候変動観測衛星GCOM-C1による陸域観測（堀　雅浩　JAXA/EORC）
・GOSAT-2について（松永恒雄　NIES）
・陸域衛星リモセン観測の高精度化を目的としたground truthによる普遍性や特異性検証及び、それらを
基にした衛星リモセン観測へのフィードバック（永井　信　JAMSTEC）
総合討論
8.2.　環境リモートセンシング研究センター談話会
　不定期で、「CEReSの夕べ（CEReS Colloquium）」と名付けたセンターの談話会を行っています。以下
はその要旨です。
話題提供をする中川博視中央農業総
合研究センター気象—作物モデル開
発プロジェクトプロジェクトリー
ダー
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2012年度　第１回　CEReS の夕べ
日時：2012年６月13日　17:00－18:00
場所：センター１F会議室
講師：入江仁士　CEReS特任准教授
タイトル："A study using remote sensing observations of air pollutants from ground（MAX-DOAS） and 
satellites"
要旨
Substances that produce ozone and/or aerosols in the troposphere, the so-called precursors, play an 
important role in determining the air pollution level and changing the climate on a regional scale. 
These are, for example, nitrogen oxides （NOx） that are known to drive chemical reactions leading to 
ozone production. The concern is that abundant precursors of ozone and aerosols have been emitted 
into the atmosphere from anthropogenic activities, in addition to a natural background level. In fact, 
as a result of rapid economic growth, emissions of NOx from East Asian countries have been increasing 
continuously in last two decades, degrading air quality through complicated atmospheric chemical and 
physical processes. To take measures to meet the situation that requires the better understanding and 
preserving of atmospheric environment, it is indispensable to know how those air pollutants, including 
precursors, are distributed on a global scale. To better understand temporal and spatial distributions of 
air pollutants such as nitrogen dioxide （NO2） and aerosols, combined use of ground- and space-based 
remote sensing techniques is a powerful tool. Here I present my recent activities using such observations. 
One of the outstanding achievements is the new development of ground-based remote sensing technique, 
called MAX-DOAS （Multi-AXis Diﬀerential Optical Absorption Spectroscopy）, which I review in detail 
in this colloquium. In this spring, I installed a MAX-DOAS instrument at CEReS and started continuous 
observations. Preliminary results are presented. Future plans for study using ground- and space-based 
observations are also given, hopefully to enhance collaboration with CEReS members and others.
2012年度　第２回　CEReSの夕べ
日時：2012年11月１日　16:30－17:30（担当：高村民雄）
場所：センター１F会議室
講師：魏　合理　教授（中国科学院安徽光学精密機械研究所）
タイトル：“A Combined Atmospheric Radiative Transfer Model （CART） and Its Applications”
要旨
It is critical to accurately calculate the absorption and scattering of radiation by the atmospheric 
molecules, aerosol and clouds, which is also essential to the implementation of various remote sensing 
techniques. 
A fast atmospheric radiative transfer model called Combined Atmospheric Radiative Transfer model 
（CART） has been developed in our research group to rapidly calculate atmospheric transmittance and 
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background radiance in the wave number range from 1 to 25000 cm-1 with spectral resolution of 1 cm-1.
It will be shown in the talk about the algorithms, some validations, and some applications of the CART.
2012年度　第３回　CEReSの夕べ
日時：2012年12月７日　16:30－17:30（担当：ヨサファット）
場所：センター１F会議室
講師：Dr Christopher Gomez（ニュージーランド・カンタベリー大学）
タイトル：Close-range “remote sensing” : combining methods to relate sediment deposits and processes. 
要旨
The construction of knowledge has strongly evolved from the start of the 20th century, with a ﬁrst wave 
providing broad ideas - like Einstein's relativity -, which have been in turn broken down into various 
disciplines and sub-disciplines, extremely specialized. During the last couple of years however, this 
trend has reversed with the need to gather results and methods created inside the various specialized 
disciplines to provide more holistic views on the contemporary problems, such as environmental, energy, 
natural hazards questions, etc. Within this conceptual framework, the proposed presentation give an 
overview of diﬀerent combinations of close-range remote sensing techniques that the author uses to link 
sediment deposits to the related processes for tsunami, mountain and volcanic debris-ﬂows, and large-
river ﬂoods. The presentation is structured around SfM-MVS （structure from motion and Multiple-view 
stereophotogrammetry）; diachronic spatial and temporal high-resolution remote-sensing; subsurface 
remote-sensing （Ground Penetrating Radar）; and AMS （Anisotropy of Magnetic Susceptibility）.
［9］　主要研究設備
9.1.　衛星データ受信システム（主担当：樋口篤志）
　現在CEReSで受信、処理している衛星は設立初期より継続しているNOAA/AVHRRシリーズ、日本の静
止気象衛星MTSATシリーズ、中国静止気象衛星FYシリーズ、アメリカ静止気象衛星GOES-E、 -Wシリー
ズ、ならびにTerraおよびAqua衛星に搭載されたMODISです。NOAA/AVHRRは導入された受信・処理シ
ステムを踏襲し、生データ受信〜プロダクト生成〜公開サーバへの転送を自動で行っていたが、2010年
10月の点検計画停電後に受信ワークステーションが故障し、受信不可能となってしまった。2011年３月
末に代替処理サーバを導入し生データ処理（level1b）処理を行っていたが、現在はプロダクト生成まで
可能となっている。MTSATは受信施設を持たず、ウエザーニュース社からのインターネット経由でのデー
タ提供により、gridデータ生成および公開を自動で行っている。FYシリーズ（現在はFY2-Dを受信）は
当センターで受信したデータをMTSAT同様のgridデータへ自動で変換・公開している。GOESシリーズ
もMTSAT同様にウエザーニュース社よりオリジナルデータ提供を受け、gridデータへの変換および公開
を自動で行っている。MODISはJAXAで受信された日本付近のデータをインターネット経由で取得、アー
カイブしている。
